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細菌を
“つけない”
「清潔」

“ふやさない”
「迅速または冷却」

“やっつける”
「加熱」

細菌性食中毒予防三原則

総 件 数
総患者数

（昨年同期）
総 件 数
総患者数

8 件
151 名

6 件
190 名

東食協ホームページ　 http://www.toshoku.or.jp

12月2 日 
〜 15 日 

を
実
施
し
た
結
果
、一
検
体
（
一
項
目
）

の
食
品
衛
生
法
違
反
を
発
見
し
ま
し
た

（
違
反
率
〇
・
〇
四
％
）。

　

違
反
品
に
つ
い
て
は
、
加
工
者
を
管

轄
す
る
自
治
体
へ
通
報
す
る
な
ど
、
必

要
な
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

ア 

細
菌
検
査

　

成
分
規
格
、
食
中
毒
菌
等
の
細
菌
検

査
を
一
万
八
十
九
項
目
実
施
し
た
結

果
、
成
分
規
格
を
超
え
る
細
菌
数
を
検

出
し
た
「
生
食
用
か
き
」
一
検
体
が
食

品
衛
生
法
違
反
と
な
り
ま
し
た
。

イ 

化
学
検
査

　

保
存
料
、
甘
味
料
、
着
色
料
等
の
添

加
物
、
残
留
農
薬
、
動
物
用
医
薬
品
等

の
化
学
検
査
を
一
万
六
千
九
百
五
十
九

項
目
実
施
し
ま
し
た
が
、
食
品
衛
生
法

違
反
と
な
っ
た
食
品
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

ウ 
輸
入
食
品
に
つ
い
て
の
検
査

    

結
果
（
再
掲
）

 

食
品
の
表
示
に
関
す
る

 

監
視
指
導
（
表
４
）

ア 

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
表
示
監
視

　

期
限
表
示
や
添
加
物
表
示
、
ア
レ
ル

ギ
ー
物
質
表
示
を
中
心
に
、
十
一
万
七

千
九
百
二
十
二
品
目
の
食
品
に
つ
い

て
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
表
示
監
視

を
実
施
し
、
百
四
十
品
目
の
食
品
に
つ

い
て
、表
示
の
改
善
を
指
導
し
ま
し
た
。

イ 

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
等
に
基
づ
く
表
示
監
視

　

名
称
、
原
産
地
表
示
等
の
項
目
を
中

心
に
、
二
万
三
千
四
百
七
十
一
品
目
の

食
品
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
等
に
基
づ

く
表
示
監
視
を
実
施
し
、
二
百
五
十
二

品
目
の
食
品
に
つ
い
て
、
表
示
の
改
善

を
指
導
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定

　

本
一
斉
監
視
事
業
の
実
施
結
果
は
、

「
食
品
衛
生
関
係
事
業
報
告
」
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。都

福
祉
保
健
局　

　

二
百
六
十
三
検
体
の
輸
入
食
品
に
つ

い
て
、
三
千
六
百
六
項
目
の
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
食
品
衛
生
法
違
反
と

な
っ
た
食
品
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

設
等
、
延
べ
七
千
七
十
三
軒
に
対
し
立

入
検
査
を
実
施
し
、
食
品
の
取
扱
い
や

従
事
者
の
衛
生
管
理
等
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

食
中
毒
予
防
に
つ
い
て
監
視
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
百
十
五

設
等
の
飲
食
店
及
び
大
規
模
な
患
者
発

生
に
つ
な
が
り
や
す
い
弁
当
調
理
施

設
、
集
団
給
食
施
設
等
の
大
量
調
理
施

　

 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
防
止
対

　

 

策
（
大
量
調
理
施
設
、
宴
会
施

　

 

設
等
の
一
斉
監
視
）（
表
２
）

　

過
去
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
発
生

状
況
か
ら
、
発
生
件
数
の
多
い
宴
会
施

軒
に
対
し
て
食
品
の
取
扱
い
等
に
つ
い

て
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
関

す
る
講
習
会
を
、
食
品
関
係
事
業
者
に

対
し
百
三
回
、
都
民
に
対
し
二
十
回
開

催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
四
千
六
百
七
十
五
人
、

五
百
四
十
五
人
の
参
加
者
を
得
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
、年
末

　

年
始
用
食
品
等
の

　

検
査
（
表
３
）

　

食
品
等
二
千
七
百
七
十
五
検
体
に
つ

い
て
、
二
万
七
千
四
十
八
項
目
の
検
査

食
品
衛
生
歳
末
一
斉
監
視
の
実
施
結
果

中間
報告

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
防
止
重
点
に
／
検
査
の
0.04
％
に
食
品
衛
生
法
違
反

営
業
施
設
延
べ
４
万
９
１
０
６
軒
を
監
視
指
導

　

ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
、
贈
答
用
の
様
々
な
食
品
が
大
量
に
流
通
し
、
ま
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が
流
行
す
る
歳

末
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
都
民
の
食
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
都
及
び
特
別
区･

八
王
子
市
・
町
田
市
は
、
十
二
月

二
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
歳
末
の
食
品
衛
生
一
斉
監
視
を
実
施
し
、
こ
の
た
び
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
の
実
施
結
果
を
と

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
食
品
関
係
営
業
施
設
、
延
べ
四
万
九
千
百
六
軒
に
対
し
監
視
指
導
を
行
い
、
こ
の
う
ち
千
四
百
九
十
五
軒
に

対
し
て
食
品
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
品
等
二
千
七
百
七
十
五
検
体
の
収
去
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。（
表
１
）

重
点
監
視
指
導
実
施
結
果

一
般
社
団
法
人
東
京
都
食
品
衛
生
協
会

（
島
し
ょ
）

☎
03
・
３
４
０
４
・
０
１
２
１

（
本
部
）

☎
03
・
３
９
３
４
・
５
８
２
１

（
技
研
）

　

▽
東
京
食
品
総
合
事
務
所

　

カ
ッ
コ
内
は
管
轄
の
支
部

▽
銀
座
総
合
事
務
所

（
千
代
田
・
中
央
区
・
台
東
・
文
京
・

墨
田
区
・
江
東
区
・
葛
飾
区
・
江

戸
川
区
）

☎
03
・
３
５
４
２
・
０
１
６
１

▽
恵
比
寿
総
合
事
務
所

（
み
な
と
・
渋
谷
・
目
黒
区
・
品
川
・

大
田
区
）

☎
03
・
５
４
５
８
・
１
６
３
１

▽
新
宿
総
合
事
務
所

（
新
宿
区
・
中
野
区
・
世
田
谷
区
・

杉
並
区
）

☎
03
・
３
３
６
３
・
３
７
９
１

▽
池
袋
総
合
事
務
所

（
豊
島
区
池
袋
・
板
橋
区
・
練
馬
区
・

北
区
・
荒
川
・
足
立
区
）

☎
03
・
３
９
８
４
・
６
７
０
１

▽
立
川
総
合
事
務
所

（
立
川
・
八
王
子
・
町
田
・
西
多
摩
・

南
多
摩
・
北
多
摩
北
部
・
北
多
摩

南
部
）

☎
０
４
２
・
５
２
４
・
７
０
２
０

「
食
品
衛
生
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

開
設

東
京
食
品
技
術
研
究
所

食
品
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
部

☎
03
・
３
９
３
４
・
５
８
２
６

各
種
お
問
い
合
わ
せ
は

こ
ち
ら
ま
で

検
査
品
目
数

現
場
で
発
見
し
た
違
反
・

不
適
正
表
示
品
目
数

違
反
・
不
適
正

表
示
率
　
　
　

食品衛生法に基づく表示監視 117,922 140 0.12％

JAS 法に基づく表示監視 23,471 252 1,07％

表 4　表示監視指導結果

表１　立入監視指導実施結果
立入検査実施状況 収去検査実施状況 表示検査実施状況

立
入
軒
数

行
政
措
置
実
施
軒
数

　　　内訳

不
利
益
処
分
件
数

行
政
指
導
件
数

行政指導
総
検
査
品
目
数

表
示
検
査
品
目
数

口
頭
注
意

指
導
文
書
交
付

（
衛
生
注
意
指
導
票
含
む
）

そ
の
他

法
違
反
品
目
数

現
場
で
発
見
し
た
違
反
・

不
適
正
表
示
品
目
数

合計 49,106 1,495 1,526 1,468 15 43 0　 2,775 1 117,922 140

製造施設 4,544 180 185 151 2 32 0　 1,171 0

販売施設 29,596 541 560 555 3 2 0　 1,328 1

調理施設 14,198 735 742 723 10 9 0　 208 0

その他 768 39 39 39 0 0 0　 68 0

立入検査実施状況 収去検査実施状況 講習会実施状況

立
入
延
軒
数

行
政
措
置
実
施
軒
数

　　内訳

総
検
査
品
目
数

法
違
反
品
目
数

事業者向け 都民向け行政指導
不
利
益
処
分
件
数

行
政
指
導
件
数

口
頭
注
意

指
導
文
書
交
付

（
衛
生
注
意
指
導
票
含
む
）

そ
の
他

回
数

受
講
者
数

回
数

受
講
者
数

ノロウイルス
対策 7,073 315 315 311 3 1 0 98 5 103 4,675 20 545

表 2　ノロウイルス食中毒防止対策

総
検
査
品
目
数

総
検
査
項
目
数

（内訳）
法違反 細菌検査 化学検査

検体数
（再掲） 違反率 項目数

法違反
項目数

（再掲）
項目数

法違反
項目数

（再掲）

合　計 2,775 1 0.04％ 27,048 10,089 1 16,959 0

国産品 2,512 1 0.04％ 23,442 9,824 1 13,618 0

輸入品 263 0 0.00％ 3,606 265 0 3,341 0

表 3　食品の収去検査結果
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食
中
毒
発
生
件
数
…
87
件

　

平
成
二
十
五
年
の
東
京
都
に
お
け
る

食
中
毒
は
、
発
生
件
数
八
十
七
件
、
患

者
数
千
三
百
二
十
四
名
（
速
報
値
）
と
、

発
生
件
数
で
は
平
成
十
九
年
の
八
十
三

件
以
来
六
年
ぶ
り
に
百
件
を
下
回
り

ま
し
た
。
患
者
数
も
平
成
十
三
年
の

九
百
三
十
四
名
以
来
十
二
年
ぶ
り
の
低

水
準
と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　

平
成
二
十
四
年
と
比
較
す
る
と
件

数
で
五
十
五
件
の
減
少
、
患
者
数
で
は

七
百
七
十
九
名
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

夏
も
冬
も
注
意
が
必
要

　

月
別
発
生
件
数
を
み
る
と
、
八
月
と

十
二
月
の
十
三
件
が
最
多
で
、
次
い
で
九

月
の
十
一
件
と
な
り
、
三
月
、
五
月
、
十

月
が
三
件
で
最
少
と
な
り
ま
し
た
。（
図

２
）

　

患
者
数
で
は
、
六
月
の
二
百
六
十
二

名
が
最
多
で
、
次
い
で一月
の
百
九
十
名
、

十
二
月
の
百
六
十
二
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
に
患
者
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
弁

当
に
よ
る
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
の
食
中
毒
で
二
百

名
を
超
え
る
食
中
毒
が
発
生
し
た
か
ら

で
す
。
冬
場
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食

中
毒
が
多
く
な
る
傾
向
は
あ
り
ま
す
が
、

季
節
を
問
わ
ず
、
食
中
毒
が
発
生
し
て

お
り
、一年
を
通
し
て
食
中
毒
を
防
止
す

る
た
め
の
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

病
因
物
質
別
発
生
状
況

　

病
因
物
質
別
発
生
状
況
を
図
３
に
示

し
ま
し
た
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
二
十
五
件
（
二
九
％
）、

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
が
二
十
二
件

（
二
五
％
）、
ア
ニ
サ
キ
ス
が
十
五
件

（
一
七
％
）
で
全
体
の
七
一％
を
占
め
ま
し

た
。

◎
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

　

病
因
物
質
別
の
発
生
件
数
で
は
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
が
二
十
五
件
で
第
一
位
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
患
者
数
で
も

五
百
六
十
九
名
（
四
三
％
）
で
最
多
と

な
り
ま
し
た
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
発
生

件
数
、
患
者
数
と
も
多
く
特
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
因
物
質
と
い
え
ま

す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
月
別
発
生
状
況
は
、

二
月
と
十
二
月
が
最
も
多
く
、
十
二
月

か
ら
二
月
を
ピ
ー
ク
と
し
た
冬
場
を
中
心

に
、
概
ね
九
月
か
ら
五
月
に
発
生
し
て
い

ま
す
。（
図
４
）

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
二
十
五
件
の
う

ち
、
生
カ
キ
が
関
与
し
た
事
例
は
二
件

で
、
残
り
の
九
割
は
調
理
従
事
者
由
来

に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ポ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

が
三
月
と
四
月
に
一
件
ず
つ
、
合
計
二
件

発
生
し
て
い
ま
す
。
三
月
の一
件
は
、
生

カ
キ
が
原
因
と
し
て
推
定
さ
れ
て
お
り
、

四
月
の一件
は
従
事
者
由
来
が
原
因
と
し

て
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ウ
イ
ル
ス
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
カ

リ
シ
ウ
イ
ル
ス
科
に
属
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
、

感
染
経
路
、
症
状
な
ど
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
予
防
方
法
も
同
様

で
、
①
手
洗
い
②
従
事
者
や
そ
の
家
族

の
健
康
管
理
③
調
理
器
具
等
の
熱
湯
や

塩
素
を
用
い
た
殺
菌
が
大
切
で
す
。

◎
細
菌
性
食
中
毒

　

細
菌
性
食
中
毒
は
事
件
数
が

三
十
七
件
（
四
三
％
）
で
、
患
者
数

は
五
百
五
十
六
名
（
四
二
％
）
で
し
た
。

細
菌
性
食
中
毒
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
で
二
十
二
件
、
患
者
数

は
百
二
十
九
名
で
し
た
。

　

細
菌
性
食
中
毒
の
月
別
発
生
状
況
は
、

発
生
数
第
一位
が
八
月
、
第
二
位
は
六
月

で
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
発
生
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
図
５
）

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
食
中
毒
で
は
、

鳥
刺
し
、
焼
き
鳥
な
ど
の
鳥
肉
関
係
の

メ
ニュ
ー
が
、
生
や
半
生
で
提
供
さ
れ
て

い
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
目
立
っ
た
牛
レ
バ
ー
刺

し
が
提
供
さ
れ
て
い
た
食
中
毒
事
例
は
、

平
成
二
十
四
年
七
月
一日
か
ら
、
生
食
用

と
し
て
販
売
・
提
供
す
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
に
よ
る
食
中
毒
は
平
成
二
十
四
年

の
四
十
二
件
か
ら
二
十
二
件
と
ほ
ぼ
半
減

し
ま
し
た
が
、
注
意
が
必
要
な
病
因
物

質
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
次
い
で
細
菌
性
食

中
毒
で
多
か
っ
た
の
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
で
事

件
数
が
五
件
、患
者
数
八
十
七
名
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
三
件
、
黄
色

ブ
ド
ウ
球
菌
二
件
、
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
二
件
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
一
件
、
エ
ル
シ
ニ

ア･

エ
ン
テ
ロ
コ
リ
チ
カ一
件
の
食
中
毒
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
エ
ル
シ
ニ
ア
・
エ
ン
テ
ロ
コ
リ
チ
カ
の
食
中

毒
は
、
四
月
に
集
団
給
食
施
設
で
発
生

し
、
五
十
二
名
の
患
者
が
発
熱
、
下
痢

等
の
症
状
を
呈
し
ま
し
た
。
原
因
は
豚

肉
か
ら
調
理
器
具
等
を
介
し
て
、
サ
ラ

ダ
を
汚
染
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
ま
し
た
。　

　
エ
ル
シ
ニ
ア･

エ
ン
テ
ロ
コ
リ
チ
カ
は
ブ
タ

の
保
菌
率
が
高
く
、
低
温
で
も
増
え
る

の
が
特
徴
で
す
。
予
防
策
と
し
て
は
①

二
次
汚
染
の
防
止
、
②
冷
蔵
庫
内
で
も

長
期
保
管
は
避
け
る
こ
と
、
③
十
分
加

熱
調
理
を
行
う
こ
と
で
す
。

◎
寄
生
虫　

　

寄
生
虫
（
ア
ニ
サ
キ
ス
）
に
よ
る
食
中

毒
が
十
五
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
、
図
６

の
と
お
り
二
月
か
ら
十
一
月
ま
で
ほ
ぼ一
年

中
発
生
し
ま
し
た
。
原
因
と
な
っ
た
食

品
ま
た
は
疑
わ
れ
た
食
品
で一
番
多
か
っ

た
の
は
、
シ
メ
サ
バ
の
五
件
で
、
そ
の
他
サ

ン
マ
二
件
、
ヒ
ラ
メ一
件
、
イ
ナ
ダ
一
件
の

発
生
が
あ
り
ま
し
た
。
サ
バ
は
、
ア
ニ
サ

キ
ス
の
寄
生
が
多
く
、
筋
肉
部
に
も
移

行
し
や
す
い
と
さ
れ
ま
す
。
シ
メ
サ
バ
で

は
、
原
料
の
サ
バ
を
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
で

四
十
八
時
間
以
上
の
冷
凍
処
理
を
す
る

こ
と
が
食
中
毒
の
予
防
の
要
点
で
す
。

◎
化
学
物
質

　

化
学
物
質
に
よ
る
食
中
毒
は
三
件
発

生
し
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
ヒ
ス
タ
ミ
ン

二
件
と
洗
剤
一件
で
し
た
。

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
九
月
に
一
件
、
十
月
に
一

件
発
生
し
て
お
り
、
原
因
と
な
っ
た
の
は
、

イ
ワ
シ
の
つ
み
れ
汁
と
ブ
リ
焼
き
で
し
た
。

　

九
月
の
食
中
毒
は
、
仕
入
れ
た
イ
ワ

シ
の
す
り
身
で
作
っ
た
つ
み
れ
汁
を
給
食

と
し
て
提
供
し
た
七
か
所
の
保
育
園
で

園
児
等
百
九
名
が
発
疹
、
発
赤
、
口
の

た
だ
れ
な
ど
の
症
状
を
お
こ
し
ま
し
た
。

残
って
い
た
食
品
か
ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
検
出

さ
れ
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
食
中
毒
と
断
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
よ
る
食
中
毒
は
食
品
中

で
ア
ミ
ノ
酸
の一
種
で
あ
る
ヒ
ス
チ
ジ
ン
か

ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌
の
作
用
で
ヒ
ス
タ
ミ

ン
が
生
成
さ
れ
起
こ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
、
一
度
生
成
す

る
と
加
熱
し
て
も
分
解
せ
ず
、
外
観
の

変
化
や
悪
臭
な
ど
も
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
ヒ
ス
チ
ジ
ン
を
多
く
含
む
カ

ジ
キ
、
マ
グ
ロ
、
イ
ワ
シ
な
ど
赤
身
魚
や

そ
の
加
工
品
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
よ
る
食
中
毒
を
防
止
す

る
に
は
、
①
鮮
度
や
管
理
の
良
い
物
を

購
入
す
る
②
低
温
管
理
を
徹
底
す
る
③

冷
蔵
庫
で
も
長
期
間
の
保
存
は
避
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

洗
剤
に
よ
る
食
中
毒
は
サ
ラ
ダ
用
の
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
を
作
る
際
に
油
と
洗
剤
を
間

違
っ
て
し
ま
っ
た
事
例
で
す
。
洗
剤
も
油

も
形
状
の
良
く
似
た
十
八
リ
ッ
ト
ル
の
一

斗
缶
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
洗
剤
の
缶
は

調
理
場
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
調
理
場
内

に
あ
り
、
わ
か
り
や
す
い
ラ
ベ
ル
が
な
く

油
と
同
じ
よ
う
な
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
い

た
こ
と
か
ら
間
違
え
て
使
用
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

洗
剤
の
保
管
は
油
や
調
味
料
な
ど
の

食
品
と
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
①
食
品
用
容
器
に
は

詰
め
替
え
な
い
②
食
品
と
同
じ
場
所
に

保
管
せ
ず
、
場
所
を
決
め
従
業
員
に
周

知
す
る
③
分
か
り
や
す
い
表
示
を
す
る

な
ど
の
対
策
が
必
要
で
す
。

◎
自
然
毒

　

植
物
性
自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒
が
二

月
と
七
月
に
一
件
ず
つ
発
生
し
て
お
り
、

二
月
は
ク
ワ
ズ
イ
モ
属
の
イ
モ
の
誤
食
で

あ
り
、
七
月
の
原
因
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ソ

ラ
ニ
ン
類
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
ク
ワ
ズ

イ
モ
の
事
例
で
は
、
観
賞
用
の
植
物
が
枯

れ
、
イ
モ
が
残
っ
た
た
め
食
べ
ら
れ
る
と

思
い
込
ん
で
調
理
し
、
試
食
し
た
と
こ
ろ

口
の
中
に
強
い
痛
み
を
感
じ
た
事
例
で
し

た
。

　

原
因
施
設
別
発
生
状
況

　

ほ
と
ん
ど
が
飲
食
店
で
発
生

　

原
因
施
設
別
発
生
状
況
を
図
７
に
示

し
ま
し
た
。
原
因
施
設
で
最
も
多
か
っ

た
施
設
は
飲
食
店
（
一般
）
で
五
十
四
件
、

す
し
十
件
、
仕
出
し
二
件
、
集
団
給
食

（
要
許
可
）
三
件
、
集
団
給
食
（
届
出
）

二
件
な
ど
で
し
た
。
ま
た
、
魚
介
類
販

売
業
に
よ
る
食
中
毒
が
増
え
て
き
て
お

り
、
四
件
全
て
が
ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
も

の
で
し
た
。

　

食
中
毒
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

　

平
成
二
十
六
年
も
す
で
に
全
国
で
大

規
模
な
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
、
細
菌
性
食
中
毒
予
防
の
三

原
則
を
確
認
し
、
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

「
つ
け
な
い
」

〈
洗
う
〉
手
や
食
材
等
を
良
く
洗
う

〈
分
け
る
〉
ま
な
板
を
分
け
る
・
ラ
ッ
プ

を
か
け
る
な
ど

「
増
や
さ
な
い
」

〈
低
温
で
保
管
す
る
〉
冷
蔵
、
冷
凍
を
行

い
、
な
る
べ
く
早
く
食
べ
る
。

「
や
っ
つ
け
る
」

〈
加
熱
調
理
〉
食
品
は
中
心
部
ま
で
十

分
に
加
熱
す
る
。

東
京
都  

平
成
25
年
の
食
中
毒
発
生
状
況

ノ
ロ・
カ
ン
ピ
ロ・ア
ニ
サ
キ
ス
で
７
割
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